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・Dコース、Tコース、Sコースの学生は、自分のコースの科目 1単位と、異な
るコースの科目 1単位、計 2単位(以上)を履修する必要があります。どちらか一
方の科目を 2単位履修しただけでは要件は充たされません。 
 
・後期課程、医・歯・薬履修課程の学生が受講するときは、「FM文理融合科目
B」となります。その場合は、前期課程及び修士課程に在学中に履修した科目以
外から選択することになります。 
（前期課程・修士課程を経ずに、直接履修課程に入学した学生は、すべての科目
から選択が可能です。） 
 
・授業のタイトル、開講曜日・校時は変更される場合があります。 



○鈴木　敏彦

　波田野　悠夏

　澤浦　亮平

DDE-DEN 704

（英文名）

開講

授業科目

単位数

授業担当者

科目ナンバリングコード1

（責任者に○）

後期
講義はGoogle Classroom等による動画
配信；実習時間・場所は未定（受講者
の人数・属性によって決定する）

Introduction to Physical
Anthropolosy

（選択科目）
形質人類学基礎

 【未来型医療創造卓越大学院プログラム】

テキスト・教材・参考
書等

成績評価の方法

場所

授業の内容・方法と進
度予定

授業の目標並びに目的
と概要

人類学とは，発達した文化を持つ生物種としてのヒトを総合的に研究する学問で
ある。本授業では，人類の身体形質を対象として主に自然科学的観点からヒトを
探求する形質人類学の基礎を学ぶ。特にヒトをはじめとした骨や歯の知識は，医
学だけではなく考古学，文化財科学，刑事司法など多方面でもその必要性が認識
されており，本授業では骨や歯の肉眼形態的観察を通して形質人類学の基礎的知
識を習得することを特色とする。

学習の到達目標

曜日・講時

授業時間外学習

１　（講義）形質人類学とは

２　（講義）人類進化と化石人類

３　（実習）ヒトの骨格①

４　（実習）ヒトの骨格②

10　（実習）ヒトの歯

④人体の方向や部位の表現方法を理解する。

⑤人体を構成する骨格を理解し，主な骨を肉眼的に識別できる。

⑥ヒトの歯の形態的特徴を理解し，主な歯を肉眼的に識別できる。

備　　　　　考

履修登録について

適宜紹介する。

レポートによる。

実際の履修内容の詳細については、入学当初のガイダンスや指導教員に従ってく
ださい。

suzk@anat.dent.tohoku.ac.jp

歯科法医情報学分野 　鈴木 敏彦准教授

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、
履修の許可を得ること。

５　（実習）ヒトの骨格③

６　（講義）古人骨と日本人のルーツ

７　（講義）古人骨の発掘と整理作業

８　（講義）ヒトの骨からわかること

９　（講義）歯の形質人類学

一般目標：骨や歯の肉眼形態観察を通して形質人類学の基礎を習得する。

個別目標：

①形質人類学の定義について説明できる 。

②形質人類学の他領域への適用について説明できる。

③骨や歯の形態が形質人類学に寄与する理由を理解する。
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授業科目

（英文名）

（選択科目）
口腔健康科学特論

【学際高等研究教育院指定授業科目】

Oral Health Science

授業担当者

（責任者に○）

○高橋　信博　他

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 704

開講

曜日・講時

後期 
（11 月上旬）

場所 ISTU による受講

授業の目標並びに
目的と概要

ヒトのからだの入口であり、精緻な形態と精密な機能を持つ口腔には膨大な数
の微生物が生息し、また、歯科医療に伴い種々のバイオマテリアルが使用される。
このような環境を持つ口腔は、ヒトと微生物とバイオマテリアルの調和的共存、
すなわち健康の維持を考える良いモデルである。本特論では、歯学、工学、材料
学などの分野連携に基づく口腔健康科学を学び、その独自性と普遍性を理解する
ことを目的とする。授業形態は主に ISTU による受講とする。

学習の到達目標

1．口腔の形態と機能の概要を説明できる。
2．口腔に生息する微生物叢の概要を説明できる。
3．口腔領域における免疫反応の概要を説明できる。
4．口腔における代表的疾患であるう蝕や歯周病の概要について説明できる。
5．口腔におけるバイオマテリアルの機能と調和の概要について説明できる。

授業の内容・方法と
進度予定

ISTU( 東北大学インターネットスクール）の授業「口腔健康科学特論」において
以下 6 名分を受講し、それぞれの講義についてレポートを提出すること（計 6 篇、
形式任意）
小坂　健 教授　　小関　健由 教授　　山田　聡　教授
高橋　信博　教授　　菅原　俊二 教授　　鈴木　治 教授
※なお、レポート提出後、内容に関してディスカッションを行う場合がある。

レポート提出期限：2024 年 1 月中旬予定（詳細は別途通知）
提出先：歯学研究科教務係宛（窓口提出、郵送、メール添付にて受付）

〒 980-8575　仙台市青葉区星陵町 4-1
Email: den-kyom@grp.tohoku.ac.jp 
Tel.: 022-717-8248

授業時間外学習 受講後は、内容について整理・復習し、理解を深めること。

テキスト・教材・
参考書等

特になし

成績評価の方法 それぞれの講義についてのレポート（内容の要約と考察）による。

備 考

履修登録について

本科目の履修を希望する場合は、4 月または 10 月の履修登録時に履修届にて申請
すること。
他研究科の学生は、履修登録機関に本科目履修希望の旨を所属研究科の教務係に
申し出ること。
後期履修登録期間後に ISTU にて登録を行うので、受講可能となったら、履修登録
者に個別に通知する（11 月上旬）
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○鈴木　敏彦

　笹野　泰之

DDE-DEN 704

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

sasano@anat.dent.tohoku.ac.jp

薬害肝炎との闘い　担当：山口美智子　薬害肝炎全国原告団　前代表

聴覚障害者の立場から歯科医療に望むこと　担当：宮城教育大学　特別支援教
育講座　教授

遺伝学的検査の倫理　担当：武藤香織　東京大学　医科学研究所　教授

学術研究の倫理　担当：羽田貴史　東北大学名誉教授

救急科からみた医療安全と緊急対応 担当：伊関憲　福島県立医科大学　医学部
教授

新生児の倫理（生と死の臨床における歯科医療）担当：武田康男　東アジアグ
リーフの集い　代表

医科歯科診療連携の実践　担当：土屋　誉　仙台オープン病院　院長
園部英俊　同　口腔管理センター長・歯科部長

特になし

出席およびレポートによる

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修の許
可を得ること。

顎口腔組織発生学分野 笹野 泰之　教授

テキスト・教材・
参考書等

成績評価の方法

備　　　　　考

履修登録について

（英文名）

単位数

開講

曜日・講時

授業の目標並びに
目的と概要

学習の到達目標

授業の内容・方法と
進度予定

医療倫理と医療安全Ⅰ　担当：歯学研究科　教員

医療倫理と医療安全II　担当：伊藤道哉　東北医科薬科大学　准教授

先天異常にかかわる倫理　担当：安田峯生　広島大学　名誉教授

臨床倫理学と臨床死生学　担当：清水哲郎　岩手保健医療大学　学長

授業時間外学習

木曜日・3～4講時 Ｂ1講義室

倫理について深く考え、医療人としての倫理観を啓発する機会とする。
概要：学内外から招聘する多彩な講師の講義を受講し、「医療倫理」「生命倫理」「社会
倫理」「研究倫理」に関して広く学ぶ。

「医の倫理・社会の倫理」を学ぶことで卓越大学院研究を遂行し、これを通して医療従事
者・関係者としての倫理および社会構成員としての倫理を身につけた研究者、教育者、医
療者、行政者、開発者等となることにより、未来の医療に挑戦することを期待する。

一般目標：多彩な分野の講師から直接講義を受け、医療人として具備すべき倫理について
学ぶ。
個別目標：①　医療倫理、生命倫理の基本ついて概説できる。
　　　　　②　社会倫理、研究倫理の基本ついて概説できる。

1 科目ナンバリングコード

前期
場所

歯学研究科実習講義棟（Ｂ棟）

授業科目
（選択科目）

医の倫理・社会の倫理
授業担当者

（責任者に○）

Medical Ethics and Social Ethics

 【未来型医療創造卓越大学院プログラム】
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○髙橋　信博

　真柳　弦

DDE-DEN 704

一般目標：将来の歯学・歯科医療のあり方について、具体的に考察できる。

個別目標：

①異分野融合型の歯学および先端歯科医療について説明できる。

②適切な患者対応を行うためのコミュニケーションに関する知識、技能、態度を習得す
る。

③硬組織バイオロジーに関する知識を統合整理し、長寿社会における歯科医療の位置づけ
を確認する。

④正常な咀嚼・嚥下運動の遂行を担う生体機能について理解する。

⑤要介護高齢者に対する歯科訪問診療と摂食嚥下支援を行うために必要な知識を習得する

⑥スポーツ歯学、周術期の歯科医療について理解する。

１　課題解決型高度医療人材養成プログラムが目指すこと

２　異分野融合型先端歯学・歯科医療：先端的歯科医療とは

履修登録について

テキスト・教材・
参考書等

別途指示される場合があるので、それに従うこと。

成績評価の方法 出席およびレポート等から総合的に判断する。

備　　　　　考 講義の内容、順番及び講義室は、都合により変更されることがある。

本科目の履修を希望する場合は、下記宛に履修希望の旨と自分の連絡先を伝え、履修
の許可を得ること。

口腔生化学分野　髙橋信博教授

OEB@dent.tohoku.ac.jp

授業担当者

科目ナンバリングコード1

（英文名）

授業科目

単位数

Innovative dentistry

 【未来型医療創造卓越大学院プログラム】

（選択科目）
イノベイティブ基礎歯学

（責任者に○）

曜日・講時 火曜日・１講時 A1講義室・B3実習室

授業の目標並びに
目的と概要

目標と目的：超少子高齢社会の日本において必要となる、あらゆるライフステージに
対応した全人的歯科医療のための基礎的知識を習得する。
概要：異分野融合型歯学、先端歯科医療、医療コミュニケーション、統合的硬組織バ
イオロジー、咀嚼・嚥下機能、要介護高齢者に対する歯科訪問診療・摂食嚥下支援、
スポーツ歯学、周術期歯科医療など、これからの歯学・歯科医療において、緊急性・
重要性の高い領域について学ぶ。
※五大学連携事業：課題解決型高度医療人材養成プログラム「健康長寿を育む歯学教育コンソーシ
アム」（文部科学省事業：平成26年度～平成30年度）で行われたコア科目をベースに講義を行う。

開講 後期
場所

歯学研究科基礎研究棟（A棟・B棟）

授業時間外学習 準備学習および理解度確認のための課題等を求めることがある。

授業の内容・方法と進
度予定

学習の到達目標

３　異分野融合型先端歯学・歯科医療：異分野融合型歯学とは

４・５ テイラード・コミュニケーション概論

６・７ 長寿を支える硬組織バイオロジー

８・９ 摂食嚥下のメカニズム

１０・１１ 地域連携と摂食支援 

１２・１３ スポーツ歯学

１４・１５ 周術期の歯科医療 
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授業科目

（英文名）

（選択科目）
口腔健康科学特論

【学際高等研究教育院指定授業科目】

Oral Health Science

授業担当者

（責任者に○）

○高橋　信博　他

単位数 2 科目ナンバリングコード DDE-DEN 704

開講

曜日・講時

後期 
（11 月上旬）

場所 ISTU による受講

授業の目標並びに
目的と概要

ヒトのからだの入口であり、精緻な形態と精密な機能を持つ口腔には膨大な数
の微生物が生息し、また、歯科医療に伴い種々のバイオマテリアルが使用される。
このような環境を持つ口腔は、ヒトと微生物とバイオマテリアルの調和的共存、
すなわち健康の維持を考える良いモデルである。本特論では、歯学、工学、材料
学などの分野連携に基づく口腔健康科学を学び、その独自性と普遍性を理解する
ことを目的とする。授業形態は主に ISTU による受講とする。

学習の到達目標

1．口腔の形態と機能の概要を説明できる。
2．口腔に生息する微生物叢の概要を説明できる。
3．口腔領域における免疫反応の概要を説明できる。
4．口腔における代表的疾患であるう蝕や歯周病の概要について説明できる。
5．口腔におけるバイオマテリアルの機能と調和の概要について説明できる。

授業の内容・方法と
進度予定

ISTU( 東北大学インターネットスクール）の授業「口腔健康科学特論」において
以下 6 名分を受講し、それぞれの講義についてレポートを提出すること（計 6 篇、
形式任意）
小坂　健 教授　　小関　健由 教授　　山田　聡　教授
高橋　信博　教授　　菅原　俊二 教授　　鈴木　治 教授
※なお、レポート提出後、内容に関してディスカッションを行う場合がある。

レポート提出期限：2024 年 1 月中旬予定（詳細は別途通知）
提出先：歯学研究科教務係宛（窓口提出、郵送、メール添付にて受付）

〒 980-8575　仙台市青葉区星陵町 4-1
Email: den-kyom@grp.tohoku.ac.jp 
Tel.: 022-717-8248

授業時間外学習 受講後は、内容について整理・復習し、理解を深めること。

テキスト・教材・
参考書等

特になし

成績評価の方法 それぞれの講義についてのレポート（内容の要約と考察）による。

備 考

履修登録について

本科目の履修を希望する場合は、4 月または 10 月の履修登録時に履修届にて申請
すること。
他研究科の学生は、履修登録機関に本科目履修希望の旨を所属研究科の教務係に
申し出ること。
後期履修登録期間後に ISTU にて登録を行うので、受講可能となったら、履修登録
者に個別に通知する（11 月上旬）
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コース  担当研究科  授業科目名  授業担当教員  単位数  

D/S 
薬学  
研究科  

応用医療薬学特論  
（  DC 医療薬学特別講義Ⅱ※）  髙橋信行  教授  他  ３単位／  

２単位※  

授業形態  
□座学［□全部  □一部］    □ＩＳＴＵ［□全部  □一部 ] 
■その他（Google Classroom（ ISTU との併用））  
使用言語［■日本語   □英語   □日本語と英語併用  ］  

開 講 期 間  2023 年 4 月 13 日（木）～ 8 月 3 日（木）  

曜 日 ・ 時 間  木曜日・ 18： 00～ 19： 30 

ｷｬﾝﾊﾟｽ・建物  オンライン（講義室なし）  

講義室等名称  オンライン（講義室なし）  

授業代表教員  教授  髙橋信行（薬学研究科）  

【授業の目的と概要】  
新薬の価値はヒトを対象とした臨床試験および市販後調査での有効性、安全性の結果で

決まる。本特論で臨床研究および臨床試験・治験を遂行する上で必要となる基本的な知識
と技術を理解する。医薬開発を目指した基礎研究、質のよい臨床試験を実践するための、
基礎知識、倫理、方策を学ぶ。  
【学修の到達目標】  
ヒトを対象とした臨床試験遂行に必須となる科学性と倫理性を理解した研究者・実践者

になることを目標とする。  
【授業の内容・方法と進度予定】  
 毎回異なる講師による講義を行い、創薬の基礎、倫理、医療現場での臨床研究など各領
域の専門家の講義を聞き、幅広く、最先端の知識を得る。  
【将来像】  
 創薬の基礎研究から、医療現場での医薬品開発、臨床研究を計画、実施できるようにな
り、未来の創薬、未来型医療の構築に挑戦することを期待する。  
【その他】  
・出席とレポートを基礎に評価する。  
・教科書・参考書は各講義内で指定する。  
・オンライン形式で実施予定（配信方法は４月以降に Classroom で通知予定）。  
※ＤＣ医療薬学専攻薬学履修課程  
 



 

コース  担当研究科  授業科目名  授業担当教員  単位数  

D 
薬学  
研究科  

薬効学特論  秋田英万  教授  他  ３  

授業形態  
□座学［□全部  □一部］    □ＩＳＴＵ［□全部  □一部 ] 
■その他（オンデマンド形式（配信ツール未定））  
使用言語［■日本語   □英語   □日本語と英語併用  ］  

開 講 期 間  2023 年４月 10 日（月）～ 5 月 15 日（月）  

曜 日 ・ 時 間  月曜日・１、２講時（ 9 時 00 分～ 12 時 00 分）  

ｷｬﾝﾊﾟｽ・建物  オンライン（講義室なし）  

講義室等名称  オンライン（講義室なし）  

授業代表教員  教授  秋田  英万（薬学研究科）  

【授業の目的と概要】  
本特論では、ストレス応答シグナルの創薬ターゲットとしての重要性、細胞死や炎症誘

導の分子機構を基盤とした創薬開発、脳神経回路にもとづいた神経変性疾患、精神疾患及

びそれらをターゲットとした創薬研究の意義、ドラッグデリバリーシステムおよび新薬開

発における薬物速度論 /薬力学を理解する。  
【学修の到達目標】  
 薬効学の基礎的重要事項を理解し、それらが創薬および医療薬学へ応用することの重要

性を理解して説明できるようになることを目的とする。  
【授業の内容・方法と進度予定】  
 科目構成は、２回の授業を１組とし、１回目の授業で、生体のストレス応答、薬物代

謝・薬物動態等に関する高度な専門知識を学び、次の授業で演習により応用力を育成す

る。講義内容の詳細については薬学研究科のシラバスを参照すること。  
【将来像】  
 医薬品の作用機構、生体内での動態を律する分子機構について理解し、これを創薬およ

び医療薬学へ応用する力を身につけて、未来の創薬ならびに医療をリードしていくことを

期待する。  
【その他】  
・演習における討議・発表・レポート等を基礎に総合的に評価する。  

・各担当者が随時参考図書や文献を紹介する。  

・到達目標や授業内容に応じた予習・復習が求められる。  



 

コース  担当研究
科  

授業科目名  授業担当教員  単位数  

D/T 
薬学  
研究
科  

医薬品化学特論  徳山英利教授  他  ２  

授業形態  
■座学［■全部  □一部］    □ＩＳＴＵ［□全部  □一部 ] 
□その他（                ）  
使用言語［■日本語   □英語   □日本語と英語併用  ］  

開 講 期 間  2023 年 10 月 5 日（木）～ 11 月 30 日（木）  

曜 日 ・ 時 間  木曜日・１、２講時（ 9 時 00 分～ 12 時 00 分）  

ｷｬﾝﾊﾟｽ・建物  薬学研究科 B 棟  

講義室等名称  第 1 小講義室  

授業代表教員  教授  徳山英利（薬学研究科）  

【授業の目的と概要】  
本特論では、医薬品開発の重要な資源となる天然物、有機小分子、糖鎖、抗体など

の分子群について有機金属化学、酵素化学、天然物化学、合成化学、糖鎖化学、抗体

医薬の観点から多面的に学び、創薬に有用と考えられる、天然資源探索、標的探索、

有機分子変換・構築法、分子設計法等の方法論を理解する。更に演習を通して医薬品

化学の理解を深める。  
【学修の到達目標】  
創薬研究に必要な最新の医薬開発の方法論を深く理解するとともに、将来研究開発の場

で求められる研究者としての判断力を身につけることを目標とする。  
【授業の内容・方法と進度予定】  
科目構成は、２回の授業を１組とし、１回目の授業で医薬品化学に関する高度な専門知識

を学び、次の授業で演習により応用力を育成する。講義内容の詳細については薬学研究科

のシラバスを参照すること。  
【将来像】  
 医薬品開発研究に必要な最新の医薬品化学とその方法論を深く理解して、新しい創薬理

論を構築し、革新的な創薬をリードすることを期待する。  
【その他】  
・筆記試験（８０％）と問題演習・レポートなどの平常点（２０％）をもとに評価する。  

・それぞれの講義において、各担当者が参考書あるいは文献を紹介する。  

・講義の内容について事前に関連の予備知識を整理しておくこと。講義後は、講義の内容

についてさらに各自で学習を進めるなどして理解を深めること。  

・実施形態（対面形式・オンライン形式）や日程等については、変更となる可能性があ

る。  



コース  担当研究科  授業科目名  授業担当教員  単位数  

D/T 
薬学  
研究科  

分子解析学特論  金野智浩  教授  他  ３  

授業形態  
■座学［■全部  □一部］    □ＩＳＴＵ［□全部  □一部 ] 
□その他（                ）  
使用言語［■日本語   □英語   □日本語と英語併用  ］  

開 講 期 間  2023 年 5 月 13 日（木）～ 6 月 24 日（木）  

曜 日 ・ 時 間  木曜日・１、２講時（ 9 時 00 分～ 12 時 00 分）  

ｷｬﾝﾊﾟｽ・建物  薬学研究科  

講義室等名称  大講義室  

授業代表教員  教授  金野智浩（薬学研究科）  

【授業の目的と概要】  
生体内のイオンからタンパク質やＤＮＡなどの生体高分子やバイオマテリアルなどの合

成高分子にいたるまでの広範な分子の挙動を、主に物理化学的な原理に立脚して統一的に

理解する方法論を学ぶ。さらに、これらの方法論が実際の機器分析法を通じて、生体分子

の構造解析や医薬品の定量分析にどのように用いられているかを理解する。  
【学修の到達目標】  
以下の項目の原理および実際例について理解する ;  バイオマテリアルの表面物性、ソフ

トマテリアルの材料特性、蛍光を用いたタンパク質・細胞解析、抗体の構造と機能、質量

分析法による生体分子の解析、放射線を利用した分子イメージング、超解像顕微鏡による

細胞観測。また、関連論文の読解力とレポート作成能力の向上にも努める。  
【授業の内容・方法と進度予定】  
科目構成は、２回の授業を１組とし、１回目の授業で創薬基盤材料、創薬分析技術、分

子診断技術に関する高度な専門知識を学び、次の授業で演習により応用力・展開力を育成

する。講義内容の詳細については薬学研究科のシラバスを参照すること。  
【将来像】  
 医薬品・医療機器の物理化学的側面を理解し、革新的な医薬品、医療機器の開発の推進

に寄与することを期待する。  
【その他】  
・講義への出席を重視するとともに、演習における質疑応答とレポートを基礎に評価す
る。  
・それぞれの講義において，各回担当者により参考書・参考文献を紹介する。  
・授業内容について事前に関連の予備知識を整理しておくこと。講義後は、講義内容につ
いてさらに各自で学習を進めるなどして理解を深めること。  
・実施形態（対面形式・オンライン形式）や日程等については、変更となる可能性があ
る。  
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